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藤 

紀 
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様 

・
北
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市
長
坂
町 
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平 

邦 

子 
 
 

様 

・
諏
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郡
富
士
見
町 

武 

居 

義 

勝 
 
 

様 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
北
杜
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大
泉
町 

 

奥 

本 

道 

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
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佐 

藤 

英 

道 
 
 

様 

・
北
杜
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大
泉
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佐
藤 

マ
サ
ミ
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様 

・
北
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高
根
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坂 

多
枝
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様 

・
レ
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ボ
ラ
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テ
ィ
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が
ら
か
グ
ル
ー
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代
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ポ
ラ
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テ
ィ
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代
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野 
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二
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三
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平
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二
十
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○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
に
と
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、 

ご
叱
正
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
も
う
し
あ
げ
ま
す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
条
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
甲
斐
市
龍
地 

 
 

山 

坂 

一 

臣 
 
 

様 

・
北
杜
市
須
玉
町 
 

坂 

本 

ま
ゆ
み 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 
 

坂 

本 

佳
代
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

保 

坂 

行 

美 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

秋 

山 

晴 

美 
 
 

様 

・
北
杜
市
白
州
町 

 

渡 

辺 

奈
美
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

相 

吉 

節 

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 

齊 

藤 

功 

文 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

伊 

藤 
 
 

進 
 
 

様 
愛
寿
会
で
は
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 

お
尋
ね
は 

〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
ま
で 

 

第
二
仁
生
園
に
勤
め
な
が
ら 

ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
と
り
た
い
方 

 

国
・
県
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
応
募

者
は
愛
寿
会
の
臨
時
職
員
と
な
っ
た
う
え
ヘ
ル
パ
ー
二

級
資
格
を
取
得
す
る
よ
う
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
勉
強
の
な
い
と
き
は
第
二
仁
生
園
の
仕
事
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

給
料
は
愛
寿
会
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
支
払
い
ま

す
。
年
額
に
し
て
約
二
百
万
円
で
す
。 

そ
の
ほ
か
夜
勤
手
当
、
交
通
費
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

更
に
、
受
講
料
、
教
科
書
代
等
と
し
て
十
万
円
ほ
ど

を
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。 

資
格
取
得
後
の
こ
と
で
す
が
、
施
設
側
と
受
講
者
が

話
し
合
っ
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
勤
め
る
の
が
基
本

で
す
。
た
だ
し
、
話
し
合
い
の
結
果
に
よ
っ
て
、
別
の

施
設
に
勤
め
る
も
よ
し
、
転
職
す
る
も
可
…
と
い
う
弾

力
的
な
制
度
で
す
。 

 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
で
の
事
務
補
助
・
介
護
補
助
・

作
業
補
助
な
ど
の
臨
時
職
員 

 
 雇

用
期
間
は
最
大
六
ケ
月
間
で
す
。 

 

働
き
た
い
が
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
方
に
臨
時

応
急
に
職
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

日
給
八
千
円
が
標
準
で
す
。
別
に
通
勤
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。 

 

介
護
補
助
の
場
合
は
継
続
雇
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 
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第 143号                        社会福祉法人 愛 寿 会                  平成 23年 5月 1日 

差
出
人
（
差
出
発
送
代
行
）
 

7
-4

 

 返
送
先
：〒

1
4

0
-0

0
1
2
 

品
川
区
勝
島

1
-1

-1
 

 この
お
荷
物
は
ご
依
頼
人
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
荷
物

を
当
社
が
差
出
人
と
な
っ
て
発
送
代
行
し
て
い
ま
す
。

 
冊
子
小
包
 

料
金
後
納

 
郵
便

 
佐
川
物
流
サ
ー
ビ
ス

(株
) 

愛
寿
会
後
援
会
の
働
き 

 
 

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を 

 
 

 

愛
寿
会
理
事
・
愛
寿
会
後
援
会 

会 

長 
 

中 

山 

賢 

一 

愛
寿
会
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
三
年
に
な
り
ま
す
。 

「
利
用
者
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る

愛
寿
会
の
経
営
姿
勢
は
一
般
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

福
祉
施
設
は
、
介
護
報
酬
や
障
害
者
自
立
支
援
費
だ
け
で

は
賄
い
き
れ
な
い
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

愛
寿
会
後
援
会
は
そ
れ
ら
を
極
力
補
完
し
よ
う
と
の
考

え
方
に
立
っ
て
四
年
前
に
設
立
を
み
ま
し
た
。、 

 

介
護
保
険
制
度
は
、
そ
の
報
酬
額
の
適
否
も
含
め
三
年
に

一
度
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

次
回
は
、
平
成
二
十
四
年
度
分
か
ら
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
つ
ど
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

に
並
行
し
て
支
援
費
も
ア
ッ
プ
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
は
限
り
ま
せ
ん
。 

六
年
前
は
介
護
報
酬
が
相
当
額
引
き
下
げ
ら
れ
た

の
で
す
。 

次
回
の
見
直
し
は
、
よ
り
利
用
者
と
福
祉
従
事
者
の

立
場
に
立
ち
適
切
な
額
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

後
援
会
の
支
援
で
す
が
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
費
や
地
デ

ジ
対
応
型
テ
レ
ビ
の
購
入
費
な
ど
に
充
て
ま
し
た
。 

 

二
十
三
年
度
に
は
、
新
鋭
介
護
機
器
の
試
行
的
導
入

な
ど
通
常
の
施
設
予
算
で
は
、
措
置
し
に
く
い
課
題
に

も
支
援
す
る
考
え
で
す
。 

ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
の
た
め
の
プ
ロ
奏
者
に
よ
る

慰
問
の
会
の
開
催
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
介
護
研
究

へ
の
援
助
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。 

愛
寿
会
の
仕
事
が
常
に
一
流
で
あ
る
た
め
に
は
、
後

援
会
の
支
援
は
不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

既
に
会
員
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
皆
様
に
、
後
援
会
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
慰
問
演
奏
会
（
写
真
） 

 
 
 

 

四
月
十
二
日
（
火
）
仁
生
園
に
て 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
者
八
十
人
を
数
え
ま
し
た 

愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
プ
ロ
ピ

ア
ニ
ス
ト
等
を
招
い
て
の
慰
問
演
奏
会
を
年
二
回
（
桜
の
季
節

と
ク
リ
ス
マ
ス
）
開
催
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
四
月
十
二
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら
一
時
間

半
、
写
真
の
よ
う
に
佐
藤
マ
サ
ミ
チ
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏

を
た
の
し
み
ま
し
た
。
使
用
の
ピ
ア
ノ
は
、
三
月
に
小
淵
沢
町

上
笹
尾
三
五
六
の
坂
本
光
彦
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。 

 

仁
生
園
か
ら
約
五
十
人
、
第
二
か
ら
十
人
な
ど
合
わ
せ
て
八

十
人
が
参
加
、
往
年
の
映
画
の
名
曲
、
流
行
歌
等
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。 

広
報
委
員
会
か
ら 

五
月
号
は
、
後
援
会
特
集
号
と
し
ま
し
た 

ご
了
承
く
だ
さ
い 
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平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告 

 

四
月
十
二
日
（
火
） 

愛
寿
会
後
援
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

 
先
ず
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
認
め
ら
れ
、
続
い
て
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

会
員
数
が
四
百
二
人
に
な
り
ま
し
た 

 

平
成
二
十
一
年
度
末
の
会
員
の
状
況
は
、
終
身
会
員
が
十

六
人
、
通
常
会
員
が
三
百
八
人
合
わ
せ
て
三
百
二
十
四
人
で

し
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
末
で
は
、
終
身
会
員
が
十
九
人
と
三
人

増
加
し
、
通
常
会
員
は
三
百
八
十
三
人
、
七
十
五
人
増
、
合

わ
せ
る
と
四
百
二
人
、
七
十
八
人
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

会
員
に
よ
る
収
入
二
百
六
十
余
万
円 

 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
収
入
は
二
百
六
十
余
万
円

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
と
も
お
か
げ
さ
ま
で 

 
 

盛
大
に
夏
祭
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

 

夏
祭
り
は
、
第
二
仁
生
園
が
先
行
七
月
二
十
八
日
（
水
）

の
実
施
で
し
た
。
開
設
し
て
三
周
年
に
な
り
ま
し
た
の
で
そ

の
記
念
を
兼
ね
て
の
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
利
用
者

の
皆
様
が
何
回
も
参
加
で
き
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
に
後
援
会
の
ご
負
担
に
よ
り
機
能
訓

練
用
の
太
鼓
四
基
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
年
間

訓
練
を
続
け
た
成
果
は
歴
然
で
「
大
層
腕
前
が
上
が
っ
た
」

と
拍
手
喝
さ
い
で
し
た
。 

 

仁
生
園
の
方
は
八
月
七
日
（
土
）
で
し
た
。 

 

ご
家
族
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
の
考
え
か

ら
初
め
て
土
曜
日
の
開
催
と
し
ま
し
た
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
利
用
者
の
皆
様
に
よ
る
歌
や
踊
り

に
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
た
風
情
で
し
た
。 

 

長
坂
町
出
身
の
プ
ロ
歌
手
北
杜
幸
一
さ
ん
の
賛
助
出
演

も
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。 

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
串
カ
ツ
な
ど
食
べ
る
楽
し
み
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
最
後
の
花
火
も
堪
能

す
る
に
十
分
で
し
た
。 

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の
た
め
の
事
前
講
習
会 

 

九
月
十
四
日
、
十
一
月
十
八
日
、
一
月
四
日
の
三
回
実
施

し
ま
し
た
。
講
師
は
前
年
と
同
じ
く
県
立
大
学
の
伊
藤
健
次

先
生
。
お
か
げ
さ
ま
で
平
成
二
十
二
年
度
は
五
人
が
合
格
し

ま
し
た
。（
前
年
は
三
人
で
し
た
） 

後
援
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

理
事
長 

小 

澤 

澄 

夫 

 

平
成
二
十
二
年
度
は
仁
生
園
の
全
部
の
テ
レ
ビ
を

一
新
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
他
の
法
人
に
例
を
み
な
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

二
十
三
年
度
も
多
方
面
に
わ
た
っ
て
援
助
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
と
共
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

そ
れ
に
つ
け
ま
し
て
も
誠
心
誠
意
そ
の
任
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
同
心
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

仁
生
園
の
全
部
の
テ
レ
ビ
を
地
デ
ジ
化 

 

二
百
八
十
万
円
を
投
じ
二
十
四
台
の
テ
レ
ビ
を
一
新
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
大
型
化
を
図
っ
た
り
録
画
装
置
を
揃

え
た
り
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様
は
口
々
に
「
見
や
す
く

な
っ
た
」
、
「
き
れ
い
に
な
っ
た
」
、
「
歌
謡
曲
や
コ
メ
デ
ィ

も
の
な
ど
の
録
画
再
生
が
で
き
る
の
で
都
合
が
よ
い
」
な
ど

喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

介
護
労
力
軽
減
の
た
め
の
機
器
整
備 

 

利
用
者
の
皆
様
の
高
年
齢
化
、
重
度
化
が
進
み
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
の
負
担
も
一
昔
前
と
は
段
違
い
に
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え
介
護
用
の
機
械
器

具
の
改
善
改
良
も
日
進
月
歩
で
す
。
後
援
会
で
は
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
の
労
力
の
軽
減
と
利
用
者
の
皆
様
の
快
適

性
の
確
保
を
図
る
た
め
に
と
の
考
え
方
か
ら
最
新
の

機
器
購
入
費
と
し
て
百
万
円
の
予
算
措
置
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
去
る
三
月
、
改
良
さ
れ
て
格
段
に
使

い
易
く
な
っ
た
便
洗
器
一
台
と
、
操
作
性
に
優
れ
た
車

椅
子
五
台
を
購
入
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

平
成
二
十
二
年
度
決
算 

 

平
成
二
十
二
年
度
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
金

は
二
百
六
十
余
万
円
で
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
支
出
額
は
四
百
余
万
円
で
し
た
。
で

す
か
ら
、
単
年
度
で
は
百
四
十
余
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
す
。
こ
の
分
は
予
算
で
決
め
ら
れ
て
い
た
と
お
り
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

た
六
百
五
十
余
万
円
の
う
ち
か
ら
取
り
崩
し
て
充
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に

平
成
二
十
二
年
度
は
、
後
援
会
と
し
て
大
幅
な
投
資
を

行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
平
成
二
十
三
年
度
へ
五
百

余
万
円
の
繰
り
越
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 ８月７日仁生園の夏祭り。 

ご家族の皆様が参加しやすいよう土曜開

催にしました。会場全体立錐の余地なしでし

た。 
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平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画 

 

愛
寿
会
後
援
会
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
と
予
算
の
あ
ら
ま
し 

 

職
員
に
よ
る
介
護
研
究
会
へ
の
支
援 

 

愛
寿
会
に
は
十
の
介
護
に
関
す
る
研
究
会
が
あ
り
ま

す
。
職
員
は
全
員
が
何
れ
か
の
研
究
会
に
所
属
、
年
間

を
通
し
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の
研
修
資
料

作
成
費
、
ま
た
、
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
る
研
究
集
録

の
作
成
費
等
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 介
護
福
祉
士
資
格
取
得
事
前
学
習
会
が
始
ま
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

先
輩
職
員
が
指
導 

四
月
～
十
二
月
間
に
三
十
三
回
開
催 

 

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

の
有
資
格
者
の
多
少
は
即
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の 

 

優
劣
に
連
動
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
後
援 

会
の
ご
支
援
の
も
と
一
昨
年
来
山
梨
県
立
大
学
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
事
前
講
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
三
年
度
は
県
立
大
講
師
に
よ
る
事
前

講
習
会
も
開
催
し
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
石
原
公

興
リ
ー
ダ
ー
が
理
事
長
の
特
命
を
受
け
、
過
去
数
年

間
の
出
題
内
容
か
ら
頻
度
の
高
い
も
の
を
選
び
出
し

毎
週
木
曜
日
の
午
後
五
時
半
か
ら
、
三
十
三
回
に
わ

た
り
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

介
護
福
祉
士
の
資
格
は
国
家
試
験
に
合
格
し
な
い

と
付
与
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
受
験
資
格
の
一
つ
に
、

「
実
務
経
験
三
年
以
上
の
者
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
、「
実
務
経
験
三
年

以
上
で
別
に
定
め
る
研
修
四
百
五
十
時
間
以
上
を
履

修
し
た
者
」
に
改
め
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。 

 

こ
の
学
習
会
の
実
施
は
、
右
の
法
改
正
を
先
取
り

し
て
の
も
の
で
す
。 

 

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
の
た
め
の
事
前
講
習
会 

 

前
年
度
と
同
様
山
梨
県
立
大
学
か
ら
講
師
を
お
招 

き
し
年
三
回
開
催
す
る
ほ
か
、
新
た
な
試
み
と
し
て 

先
輩
職
員
の
指
導
の
も
と
四
月
か
ら
十
二
月
に
掛
け 

三
十
三
回
に
わ
た
り
過
去
数
年
の
問
題
を
ひ
も
と
き

学
習
に
努
め
ま
す
。（
本
頁
の
中
・
下
段
の
記
事
を 

ご
参
照
く
だ
さ
い
。） 

 

介
護
労
働
合
理
化
設
備
等
整
備
事
業 

 

介
護
用
機
器
は
日
進
月
歩
で
す
。
利
用
者
の
快
適 

性
を
増
し
、
同
時
に
職
員
の
労
力
軽
減
に
も
つ
な
が 

る
新
製
品
を
試
行
し
て
み
る
た
め
の
費
用
と
し
て
昨

年
度
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
同
じ
趣
旨
に
立
つ 

も
の
で
あ
り
二
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

  

利
用
者
を
慰
問
す
る
会
の
開
催 

 

平
成
二
十
三
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
桜
の 

季
節
や
ク
リ
ス
マ
ス
等
に
プ
ロ
の
音
楽
家
を
お
招
き 

し
童
謡
と
か
往
年
の
流
行
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ 

う
と
す
る
も
の
で
す
。
二
回
分
を
計
上
し
ま
し
た
。 

  

夏
祭
り
の
開
催 

 

利
用
者
の
皆
様
の
最
大
の
楽
し
み
の
一
つ
が
夏
祭 

り
で
す
。 

 

過
去
二
年
と
同
じ
く
、
後
援
会
の
全
額
負
担
に
よ 

り
盛
大
に
開
催
す
る
よ
う
所
要
の
予
算
を
計
上
し
ま 

し
た
。 

 
平
成
二
十
三
年
度
予
算 

会
員
の
皆
様
に
よ
る
寄
附
金
は
二
百
万
円
を
予
定 

し
て
い
ま
す
。
支
出
は
前
述
の
事
業
に
三
百
四
十
余

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
へ
の

繰
り
越
し
は
四
百
余
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

上の写真は４月 21日（木）午後５時半から開催され

た、第１回事前学習会の様子です。 
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